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最先端の技術を使って 
暮らしに新しい便利さや楽しさを 
ビジネスに創造性や高い生産性を実現すること。 
それが、人と技術の理想をめざす 
日立の「インターフェイス」の願いです^ 


■nterrace 

インターフェイスはノ人と技術の理想をめざす"日立のスローガンです〇 


株式会社日立製作所宣伝部亍 10 卜 10 東京都千代田区神田駿河台四丁目 6 番地電話( 03 ) 258 -〗 H 1 (大代） 
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松橋〇 10 1 93 総社西 
(熊本) 2 110 1 41 ( 岡山) 

〔戦評〕前半、総社西のダブルマ 
ンツーマンディフェンスにほんろ 
ぅされ、松橋にミスが目立ち、互 
いにせり合ぅ。 

しかし、後半に入ってシュ—卜 
力に勝る松橋が、森山などのミド 
ルシュートなどで得点を重ね、ふ 
り切った。 
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板津4 TT —4 赤 坂 
(石川) 2 1 13— 4 j S (岐阜) 

〔戦評〕板津のフリ！スローから 
のミドルシュ ー トでゲ ームが 動き 
始める。その後もパスカットから 
速攻やサィドシュートで着実に得 
点を重ね、差を広げた。一方赤坂 
は、板津の堅いディフェンスに阻 
まれ思ぅょぅ に得点できず、 7 点 
差で前半を終了。 

後半も板津が終始自分たちのべ 
丨スで試合を運び、のびのびとし 
たプレ—で赤坂を圧倒した。 
^-002220200000000 


_水田村宮部野藤中橋水置田瀬岡寺 

一清池西宗田細武田佐清日安成松小 


G 


審 


=: 


1崎田井山川田満本山上山田村田村 

£鶴山永内森吉米松秋渕森池米上外 

^-000000502391000 


T 


2 


K 

G 


審 




朦： 


f 指田伯屋永村田司岸黒野本上 

W 江石佐沢堂杉中灰久山石中山井 

5 IFO 02163331112100 


T 


1 


日新 4 18133 厨川 
(山83 1 16 |10」1(岩手) 

〔戦評〕開始早々、キャプテンの 
松山の連続4得点など速攻を主体 
に早い球回しの日新が、堅い守り 
とキーパーの好守で、前半で早く 
も15点の大量リードを奪った。 

前半3点に押さえられていた厨 
川は、後半に入って動きが良くな 
り、ロングシユートやポストプレ 
—で10得点をあげたが、日新はボ 
ストプレ—やカットインなど多彩 
なプレーで順調に加点し厨川を圧 
倒した。 
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木木村山野上田村山永庭添嶋口 

CE 三荒河松森井津中広松大川西島 
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〔戦評〕前半のなかばまで両チー 
ムとも ディフェンス、並びに GK 
の好守で一進 I 退をくり返す。12 
分過ぎ、中野.佐藤の左腕からの 
高打点のロングシュートゃ相手デ 
ィフェンスのスキを つく スタン デ 
ィングシュ^ — 卜、ボス トプレー で 
中野が上町に徐々に差をつけ、 4 
点差で前半を折り返した。 

後半に入り停電のため15分と3 
分間の2回の中断があり、ゲーム 
の流れが上町に傾き始めた。後半 
8分には上町•岩崎のパスヵット 
からの一人速攻で11—11の同点に 
追いついた。その後上町•呼子の 
退場があり2点差をつけられたが、 
上町•岩崎の5連続得点などで1 
点差として終盤を迎えた。終了3 
秒前、上町.植のロングシュ I 卜 
で同点かと思われたが、キーパー 
に阻止されてゲームが終了した。 
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(埼玉) 


(大阪) 


(東京) 

〔戦評〕前半は両チームともロン 
グシュートの打ち合いとなり、迫 
力のある試合展開となった。スピ 


1ド、シユートカ' 展開力ともに 
互角の対戦である。国分寺第五の 
ディフェンスのやや甘さが感じら 
れたが、佐々木を中心とした高い 
打点からの シユートは 力があった 0 
綾南は小川のヵットィンブレ—が 
成功した。 

後半に入り、国分寺第五のフォ 
丨メ —シヨ ンプ レーがょく決まり、 
スピード、パヮ—ともに 綾南を圧 
倒して逆転勝ちを収めた。 
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〔戦評〕前半は両チームとも積極 
的に攻め合い、点の取り合いとな 
つた。浦添は外間を中心にミドル 
シユートやカットインフレーで得 
点したのに対し、楠は宮川のミド 
ルシユ ートと フォーメーシ ョンか 
ら左サイドに展開し、恩田のサイ 
ドシュ ー トで 得点を重ねた。 15 分 
を過ぎた頃より浦添のディフェン 
スが甘くなり始め、そのスキを突 
いて楠が堅実なプレ—でリ—ドし 
て折り返した。 

後半に入っても激しい点の取り 




























Your Staff Daiwa 

これからの時代、情報と金融は〈ダイワ〉が大いにお役に立てる分野です。 





大和銀行 


Daiwa Bank 



4 M いとなり、一進一退の攻防が続 
いた。11分、12分と浦添が相手パ 
スをカットして得点、キ—パーの 
好守から速攻し同点に追いつく白 
熱したゲ—ムとなった。最後は展 
開力にやや勝る楠が逃げ切った。 
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松陽 3 flo —6 2 南部 
(兵庫)1 1 316 j 1(富山) 

〔戦評〕前半、松陽は速い展開か 
ら神吉のカットィン、中野のロン 
グシュ—卜で得点を重ねる。一方 
南部も宮永のミドルシュートで得 

点するが、ポィントでのノ^―マー 
クシュートを松陽〇仄塩井が防い 
で前半を4点差で折り返す。後 
半、南部は速攻を中心として同点 


t # 001202102000040 

2木浦下江波谷田積野田下崎木永勢 


に追いつき、1点を争ぅ好ゲ—ム 
となった が、相手の ミスもあって 
松陽が1点差で逃げ切る。 

深浦 26 f 412 l 2 ei!f 路北 
(山口) 2 1 14 14〕(北海道) 

〔戦評〕前半、深浦は保科、守田 

の鋭いカットィンやポストプレー 
で得点を着実に重ねて点差を広げ 
た。 

後半1分、場内停電で15分間の 
中断があり、釧路北も平岩の得点 
で反撃に出るが、深浦は後半も守 
田を中心に足を使った攻撃でチー 
ム全員で得点を重ねた。 
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後半 18 分、退場で 1 人欠けてい 
た松橋は再び米満の決定的なロン 
グシュ I 卜が決まり、勝利を収め 
た。 
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24日 新 


〔戦評〕日新は松山にボールを集 
めロングシュートで勝負。一方中 
野は6人の粒がそろっており、ど 
こからでも攻撃ができるチームで 
ある。 

中盤より中野は松山をマンツー 
マンデイフェンスし、一時日新の 
攻撃の歯車が狂った。その後、フ 


松橋 14 【 7 7 M 5 6 J 11 板津 

〔戦評〕両チームとも大声援の中 
あがる こともなく のびのびと行な 
い、1点を争ぅ好ゲ—ムとなった。 

松橋は米満、森山を中心にロン 
グシュート、ポスト プレー で 攻め 

るのに対して、板津は GK 江指の 
好守から得点を重ねていった。 
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リースローからの松山のロングシ 
ュートが決まり、一進一退の油断 
のならない好ゲームとなった。 

終盤、日新は追いつき延長戦と 
なるが、ょく守り、確実にシュー 
卜を決めた中野が追いすがる日新 
をふり切った。 

楠 2 PM 65 T 国分寺第五 

〔戦評〕スタートから両チ—ムと 
も激しい攻防をくり返す。まず摘 
が国分寺第五のディフェンスのス 
キをついたカットインで得点を重 
ねて次第にリ—ドを広げ、前半を 
815 で折り返す。 

後半に入って国分寺はぺースを 
つかむかと思われたが、ェースの 
佐々木の退場もあって結局 19111 
で楠が勝利を収めた。 
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松 陽 18 


13 深 浦 


( 11 ! 

〔戦評〕松陽が神吉、中野のロン 
グシュ I 卜で得点すれば、深浦も 
守田を中心とした攻めで対抗、1 
点を争ぅ展開となり、 8 — 7 と深 
浦の1点リードで前半を終了。 



































男子は松橋中が二連覇を篩る 


後半に入っても1点をめぐる攻 
防は蛮わらず、松陽.神吉がロン 
グシユートを決めれば、深浦はフ 
オーメーシヨンでリ—ドを守ろう 
としたが、松陽 GK の塩井の好キ 
—ビングなどで攻めあぐみ、松陽 
が逆転勝ちを収めた。 
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〔戦評〕序盤、松橋•森山、米満、 
中野•佐藤、須藤のロングシュー 
卜の打ち合いで早いテンポのゲー 
ム展開となった。中野は10分過ぎ 
足首を痛めた佐藤が交代してから 
動きが鈍り、松橋の速い動きから 
のロングシユート、カットィンで 
一気に点差を広げられた。 

後半に入っても終始コートいっ 
ぱいに動き回った松橋はロングシ 
ュ—卜を中心に多彩な攻めで中野 
を圧倒した。 
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〔戦評〕前半、楠は西村のミドル 
シユートや福田のカットィン、恩 
田のサィドからのシユートと素早 
い展開から着実に得点を重ねた。 
一方松陽は、神吉、中野のロング 
シュートを軸にフォ^ — メ ーシヨン 
を組み立て、果敢にシュートを放 


つたり、相手の ミスを ついて速攻、 
ノーマ—クとなり、得点のチヤン 
スが何度かあったが、楠 GK 鈴木 
の好守に阻まれ、リードを許した 
まま前半を終了した。 

後半に入り、楠は福田の銳いフ 
エイントやカット インから チヤン 
スを広げて得点。松陽も神吉の口 
ングシュートに頼りす ぎ、 攻撃が 
やや単調になった。攻撃の多様さ 
GK の守備力に勝る楠が松陽の追 
撃を押さえて勝利した。 
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〔戦評〕松橋がフリ—スローから 
確実に得点してゆけば楠はフヱィ 
ントからのサィドシユートで同点 
としてゆき、一進|退の攻防が続 
いた。松橋•米満と森山がマーク 
されているなか、内山のカツトイ 
ン、速攻が冴え、前半 916 と松 
橋が頭一つリードした。 

後半に入っても互いに譲らない 


展開であったが、フリースローか 
らの米満の確実なシュートと森山 
のカットイン、、水井のミドルシュ 
丨卜で粘ん楠を僅かずつ引き離し 
ていった。 

結局シュ—卜力で勝る松橋が 18 
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小 津 1 1216 一 3安麽田 
(大阪 ) 2917」1(沖0 

〔戦評〕安慶田はカットインやフ 
ォーメーシヨンを中心！ i 、 一方小 
津はロング、ポスト、サイドと多 
彩な攻撃で試合が展開された。し 
かし、 ポスト、サイドで確実に得 
点を重ねた小律が前半を大きくリ 
1 K した0 

後半に入り、安慶田の池原など 
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の活躍で一進一退の試合となった 
が、小津の前半のリードがものを 
いい、小津が勝利を収めた。 
国分寺 1 8 I 3 小 杉 
(栃 sl3—4ja 山 } 
〔戦評〕前半、シュ ートチャンス 
は五分五分であったが、小杉にシ 
ユ！卜や ラインクロスでミスが 目 
立つ一方国分寺は ロング シュ ート 
など確実に得点していった。 

後半、互いに決め手を欠き、点 
が入りに くくなった が、前半のリ 
1ドがきき、接近戦を ものにした0 
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城 山2 (4 -6一 〇 山 田 

(愛知) 18 I 4 1 S 川) 

〔戦評〕前半は、両チ—ムとも決 
め手に欠け一進一退の試合展開で 
ぁった0 

後半5分、山田が1点差に詰め 
寄られた ところで フォーメーシヨ 
ンをきれいに決めて山田が有利か 
と思われたが、域山は相手の ミス 
をつき林のシュートで逆転に成功、 
その後も差実に得点をあげて勝利 
を収めた。 
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玖 珂 7 flo — 2 〕 東根第一 
(山口)1714」 I 冚形) 

〔戦評〕前半立ち上がり、両チー 
ム とも シュートミスが目立ち、な 


日守0021021 0.0000000 

1田野江木山橋井川野川岡坂藤村形 

ぼ柴日寒元奥高石星天村松早ェ戸村 
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かなか得点にならなかったが、10 
分あたりから玖河の動きが良くな 
り、セット、速攻が決まり、点差 
が開いていった。 

東根第一も寒河江を中心にょく 
攻めたが、玖珂の厚いディフェン 
スを崩すことができなかった。 
西笹川6- - X 8 I 5 真備東 
(三重) 11813 j 8® 山一 

〔戦評〕セットで得点してゆく西 
笹川に対して真備東はペナルテイ 
シユートで得点を重ね、対抗して 
いくが、セットに強い西笹川が 3 
点をリードして前半を終了した。 

後半に入っても、西笹川•安田 
を中心としたパス回しもょく、速 
攻も決まりリードを5点と広げた 
のに対し、真備東はセットで攻め 
切れず、 16 — 8 で西笹川が快勝し 
た。 
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一進一退の攻防をくり広げたが、 
速攻力で上回る大島が前半を12— 
6とリードして折り返した。 

後半、友泉は中野がロングシュ 
丨卜を積極的に狙ってくるが、な 
かなか得点とならない。一方大島 
は、フェイントからのカットイン 
やサイドシュートなどで確実に得 
点を重ねていった。 

結局、速攻、遅攻ともに勝る大 
島が 21—9 で友泉を下した。 
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川村野津石瀬上田本 S 原本野村 
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住 吉3 flo—ol 青 葉 
(山 H 2 bllJ 北海道) 

〔戦評〕前半から住吉のぺースで、 
住吉は甲斐の鋭いカットインや速 
攻などで着実に得点を重ねていつ 


た。それに対し、青葉は住吉のデ 
ィ7エンスを崩せず、前半を〇— 
10と大きく水をあけられて折り返 
す。 

後半に入っても■、住吉の勢いは 
衰えず、結局2311といぅ大差で 
住吉が勝利を収めた。 

大 瀬 2 9—3;明 倫 
(奈良 ) 1 1313 (福井) 

〔戦評〕大瀬はセットプレーから 
確実に得点を重ねていき、スタ f 

卜から t -〇とリー ドを広げる。 

明倫もペナルティースローなどで 
得点を重ねるが、前半を終わって 

3-9 と 6 .点差を許してしまぅ。 

後半に入ってからは、両チーム 
ともミスが目立ちなかなか得点に 
結びつかない。結局、前半のリ— 
ドが大きく響き、大瀬が勝利を収 
めた。 
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によるセットオフヱンスと小律の 
フェィントによってボールをつな 
いでいく攻防となったが、前半は 
サィドシュ—卜力に勝る小律が押 
し気味に試合を展開した。 

後半に入り、国分寺がよく守り、 
小津に攻め手がなくなり、国分寺 
が押し気味に進めたが、前半の点 
差を追いつくことができなかった。 
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玖 珂 19 


11 城 山 


IT 

〔戦評〕両チームとも守りが堅く 
前半10分間で 414 という展開。 
13 分過ぎ、速攻を中心とした速い 
攻めに転じた玖珂がじわじわと点 
差を広げ始め、 914 で前半を折 
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大 島 11216 友 泉 
(東京) 2 l 9—3 jse 

〔戦評〕大島•嶋本、星、水落が 
ロングシュ—卜やカットインで得 

点すれば、友泉は中野、井石を中 
心としたロングシュートで反撃、 
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〔戦評〕国分寺のロングシュート 
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日本が'生んだ世界のボール 

日本ハンドボール協会検定球 ( J - H - A ) 


&ム以 /«h 


タチカラの ハン ド ボールは 縫 ボールと 同じ構造の チューブが 離れた 
L • B _ C 中空製法です。 

milt ，芋** 3 株式会社 s 都大 


り返した。 

後半に入り、城山の球回しが良 
くなり、原田のポストプレ—や中 
村のロングで得点を重ね、6分過 
ぎには10110の同点として試合は 
ふり出しに戻った。しかし、 ミス 
の少ない玖珂が後半12分あたりか 
らパスカット、速攻を決め始め、 
6連続得点で城山を突き放した。 
*B1789M53&® ® 川 
〔戦評〕星を中心としたロングシ 
ユートやカットィンで得点を重ね 
る大島に対し、西笹川は加藤の口 
ングシユートで対抗す る。 しかし 
大島の水落のロングシユ—卜、嶋 
本のカットィンも決まり始め、前 
半を 9—3 で折り返した。 

後半に入っても、大島•星の勢 
いは止まらず3得点を連取、その 
後調子の波に乗った大島が終始リ 
—ドのまま西笹川に勝った。 
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舌太嶋水増鈴宮四庄元小早梅 
¢002720041000001 


大瀨， 77 MA 15 住士口 

〔戦評〕立ち上がりは、両チ！ム 
とも果敢にカットインやフォーメ 
—シヨンプ レーで 攻め合ったが、 
厳しいデイフヱンスにあい得点に 
結びつかなかった。5分過ぎ、大 
瀬•吉川の鋭いカットインからの 
得点を機に波に乗り押し気味に試 
合を進める。住吉は大瀬の強いデ 
イフェンスの前にチャンスを生か 
しきれずに前半を終了した。 

後半に入っても、スピード、パ 
ワーに勝る大瀬が堅実な守りから 
速攻、さらにロングシュートなど 
で終始住吉を圧倒し勝利を収めた。 
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^008051100000000 


大 瀬11 


8大 島 


〔戦評〕前半から緊迫したゲーム 
展開であったが、大瀬はキャブテ 
ンの吉川のカットインや中尾のパ 
スカットからの速攻などで流れを 
〇.かんだ。一方大島は、ヱースの 
星のシュート、思うように決まら 
ず、前半を 2—6 で折り返す。 

後半に入ってからは、お互い一 
進一退の好ゲームとなったが、結 


局前半の点差が大きく響いた。 
W0042 1.1000000000 
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14小津 ^ 


山田本落田木崎田司村戸坂原 
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反辻曽 


古太嶋水増鈴宮四庄元小早梅 


〔戦評〕両キャブテン、大井と末 
森の激しい打ち合いとなり、前半 
は 8—7 と玖河が1点をリードし 
て終った。 

後半立ち上がり、玖珂の動きが 
やや鈍くなり、5分小津が逆転に 
成功した。7分末森の再逆転シュ 
—卜が決まった頃から玫河の動き 
が良くなり、結局、玖珂が1点差 
で逃げ切った。 
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決勝 


大 瀬14 


4玖 珂 


〔戦評〕立ち上がり両チームとも 
に固さが見られたが、大瀬の積極 
的に詰めるデイフヱ ンス に玖珂の 
末森、中村のミドルシュートが決 
まらず、攻めあぐんだ。一方大瀬 
は、フォーメーシヨンやフェイン 
卜からのカットインで 確実に得点 
をあげていった。 

後半も大瀬が多彩なコンビブレ 
—で得点を重ねて玖珂を圧倒した。 
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第 M 回全日本教職員選手権大会 


8月9〜13日 

福岡•北九州市| 


男子は福岡教員 —— 
女子は京都教員 


力芾一^ 


男子 


-回戰 


京都教貝ク " TT 6 6,熊本教具ク 

〔戦評〕熊本は長松のサィドシュ 
1卜で先制したが、京都は国府の 
シュートですぐに追いつき、楠本 
のシュートで逆転した。その後 も 
楠本、清水を中心にスピードのあ 
る攻めで得点を重ね、大きくリー 
ドして前半を終了した。 

後半に入っても京都は楠本を中 


但寸〇 0 0 16 4 1 

和田木島田野口松 

S 古荒福宮河野長 


心に早い展開から得点を重ねて差 
を広げた。一方熊本は、パスミス、 
シユ —ト ミスが目立ち 追い上げる 
ことができないまま 終了した。 

沖 SI tnv - I I 員 

〔戦評〕前半10分まではお互いに 
サィドシュート、速攻などで点を 
取り合い、ほぼ互角の内容であつ 
たが、沖縄の早いパス回し、サイ 
ドシュ—卜、速攻などで差を広げ、 
16 —7 で前半を終了した。 

後半に入っても沖縄のぺースは 


変らず、速攻などで8連続得点し 
一気に三河を突.き放した。三河も 
サィドなどで2点を返したが、そ 
の後も沖縄は多彩な攻撃でリード 
を広げ、結局28115の大差で三河 
を退けた。 

岡山教員 36 ( 1818 M 4 71 11 和歌山ク 

〔戦評〕出だしから岡山が板野、 
山本の速攻で得点を重ね、自分た 
ちのぺースで試合を運ぶ。和歌山 
もセットからポスト シユー トを狙 
い反撃したが、なかなか追い上げ 
ることができず 18 —7で前半を折 
り返した。 

後半に入り、和歌山は粘りこい 


攻撃を見せるが、岡山のディフヱ 
ンスがょく守り、パスカット、シ 
ユートミスから次々に速攻を決め、 
徐々に点差を広げていった。 
山口県 3 fll—7) 5 黒ゆりク 
教員団 A 2 112 I 8 J 1(石川) 
〔戦評〕前半、山口はボールをょ 
く回し、原井のカットイン、片山 
のロングシュートで得点する。石 
川も園下のロングシユート、後藤 
のサイドシュートで得点し1点を 
争ぅゲームとなる。しかし、山口 
は素晴らしいポストプレーから連 
取、1117で前半を終了。 

後半、山口は二次速攻からの口 
ングシュ^~卜、サイドシュートで 
石川を引き離す。石川もロング、 
ポストで対抗するが、最後までよ 
く走った山口の楽勝であった。 
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コンビプレーからのシュート、息 
の合った速攻などで前半12点差が 
ついて勝負が決まった。後半も愛 
媛のリズムは持続され、最終的に 
は大差がついてしまった。* 
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12 神奈川教貝 
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〔戦評〕開始早々からオフヱンス、 
デイフェンスに力の差が出たゲ— 
ム内容であった。 

神奈川の単発シュ—卜に対して 
愛媛の1力を生かしたシュート、 


，若潮ナッツ 

( 千葉 ) 

〔戦評〕前半、若潮が上坂のミド 
ルシユート、ポストを使った攻撃 
で点を取り、一方富山は速攻で得 
点を重ねたが、両チームともシユ 
—ト ミスな どが多く、富山の1点 
リードで前半を終了。 

後半に入り、両チームともミス 
がなくならず苦しい試合展開にな 
つた。しかし、 5 分過ぎから速攻 
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中村荷役運輸株式会社 

代表取締役社長中村昭光 
本社〒108東京都港区芝浦2 — 3 —39 

電話東京 (03) 451—4161( 代) 
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高古中酒八中田寺 
16511760 
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東京教員 32 I 161 M 11 6117三重教員 

〔戦評〕前半、両チームともセッ 
卜中心の攻防で始まったが、15分 
頃から三重の動きが鈍くなり、無 
理なシュートが多くなり、そのシ 
ュ—トミスな どを 東京は速攻に結 
びつけ、また比留間、大東を中心 
とした セットプ レ！ においても 口 
ング、ポストなどで確実に得点を 
ぁげて 16 | 6 と大差をつけて前半 
を折り返す。 

後半も東京のぺースで展開され、 
スピード、スタミナ ともに 東京が 
秀れ、速攻などで さらに 点差を広 
げた。 
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但寸〇 263240130526 

门井西田勝井島田地井口 

S 島奥福川角大森福今谷⑴ 


GKFPt 審 “ _1PT 


に勝る富山がリードを広けていき、 
デイフェンスも1 • 5で粘り強い 
守りを見せ、後半一気に引き離し 
て富山が勝利を収めた。 
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20長崎教員 


〔戦評〕前半、愛知 B がサィドシ 
ュ ー. C -、 ブラィンドシュートなど 
で加点していくのに対して、長崎 
は ミドルシュート、ポストプ レ— 
を使い、離されまいと粘りを見せ 
ていた。長崎は速攻のチャンスを 
愛知 GK にこと ごとくつぶされた 
のが痛く、前半は 13 — 10 と愛知 B 
が 3 点を リ^―ドして 終了。 

後半は、若い長崎の速攻と熟練 
者の多い愛知のセットブレーで互 
角の展開を見せていた。しかし、 
長崎の方にミスが多く見られ、結 
果的にそれが点差となって表われ 
た。 
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(兵庫) 4 L 19 I 3 J (千葉) 

〔戦評〕スワローが上原のシュー 

卜で先制、その後も体力、技術に 
勝るスワロー兵庫が着々と得点を 


重ね、一方的な展開で前半を終了。 

後半も相手のミスから速攻、ま 
た両45度からのロングシュードな 
どで得点を重ねたスワロー兵庫が 
大差で勝利を収めた。 
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(茨城 ) j 114191( 岡山) 

〔戦評〕前半のなかばまで岡山の 
セットプレー、茨城の速攻などで 
互角のゲームであったが、終盤、 
茨城の速攻が決まり、 14|9.と5 
点をリードして前半を折り返した。 

後半、立ち上がりから茨城が多 
彩なセットプレーや固いデイフエ 
ンスからの速攻などで着実に加点 
していった。両チームともよく走 
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LiJ ] 慰山村野木川田岡 

S 大奥三青赤丸西松 
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^ 谷 谷老 

ほ稲横阿安長佐横吉長小海 
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るゲームであったが、後半のなか 
ばから岡山のかえりが悪くなり、 
茨城がじりじりと引き離して逃げ 
切った。 

p ^ 達蓄 

〔戦評〕前半、山口がスローぺ一 
ス でリー ド. を 争ぅが、 15 分過ぎか 
ら愛媛も関谷.を中心にスピードの 
ある攻撃でリズムに乗り加点、前 
半を2点リードで終了。 

後半、山口は巧みなパスワーク 
で愛媛のリズムを崩し逆転、その 
まま愛媛の足を封じ勝利を収めた。 


但寸〇 4011742 
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京都教員 


(石川) 2 L 11 I 14 J 2鴨川ク 

〔戦評〕前半はディフヱンスも才 
フェンスも足を使って素早い動き 
の石川が着々と加点した。京都も 
前半残り2分頃からょく走り、追 
い上げて4点差で前半を終了。 

後半に入り、京都•川勝のロン 
グシュートが決まりだし、石川の 
ディフヱンスも甘くなって反則も 
多く雑になつてくる。しかし、石 
川もがんばり、接戦を逃げ切った。 
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ンあかぎク 
(群馬) 

〔戦評〕岡山は試合開始ょりロン 
グシュ . ~卜ゃ速攻で加点し、常に 
リードを奪ってゲームを有利に進 
める。一方あかぎクラブもサィド 
シュート、速攻で得点するが、岡 
山のディフェンスを崩すことがで 
きず、5点差で前半を終了。 

後半、あかぎクも懸命の追い上 
げを見せてゲームを盛り上げたが、 
岡山の GK の好守に阻まれ、前半 
の点差を詰め切れずに終った。 
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s 口井山井田井沢原島 
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山口県 
教員団 A 

〔戦評〕スピードに勝る山口が、 


教員団 AillMi 崎贅 B 


香川 f 29(1316 iIIJ 25 熊 本 教員ク 

〔戦評〕エース北島のロングシユ 
—卜を中心に組み立てる大型チー 
ム熊本に対し、小柄ながら切れの 
良いカットィンプレ—で得点を狙 
ぅ香川の対戦は、ゲーム開始早々 
から互角の好ゲー ムと なつた。し 
かし、次第に香川のスピ！ドある 
コンビブレーが次々と決まり、6 
点をリードして前半を折り返した。 

後半に入ると、熊本は積極的な 
攻撃に切り替え、 3 点差まで追い 
上げた。しかし、ここで香川はサ 
イド アタック、速攻で再び突き放 
し、前半の点差を守って逃げ切つ 
た。 
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対抗、前半を11|7と4点盖で折 
り返す。 

後半、宮崎は前半同様速攻を中 
心に着々と加点、それに対し広島 
はコンビが合わず得点も単発的で 
結局27—13で宮崎が勝利を収めた。 
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神奈川 
教員 A 


蠢 nJ 

〔戦評〕前半、 4 分に宮崎が速攻 
にょり先制、以後宮崎は速攻を中 
心にコンスタントに得点を重ねた。 
一方広島は、相手デイフェンスを 
攻めあぐみ、 7 分 30 秒に米田の口 

ングシュートでようやく初得点。 
その後も米田のロングシュートで 
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I1AW 地田永光本保木健 

§本岩徳岩松久鈴岩 
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13 A1 上沢木池田田原岡藤葉田 
知 反 
S 井黒鈴小山釜市吉遠千五 
(2) 得〇 4512421041 


M 12乂 

2 PTC 1 

〔戦評〕前半立ち上がり、愛知 A 
が久保田、徳永の連続得点でリー 
ドする。神奈川 A は13分過ぎに市 
原のポストシユートで同点とし、 
いったんは逆転したが、愛知 A も 
終盤追い上げ再逆転、1点をリー 
ドして前半を終了。 

後半も前半同様両チームとも早 
いボール回しからの攻撃と愛知 A 
GK の好守で一進一退のゲーム展 
開となる。神奈川 A は 17 分過ぎに 
逆転するが、愛知 A も残り1分に 
再び追いつき延長戦となる。 

延長戦でも両チームとも譲らず 
結局 p T-C で愛知が勝利を収めた。 
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£山咲国佐楠池西西中清加 
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ロングシユ I 卜、スカイブレ I な 
ど多彩な攻撃で埼玉をふり切った。 

茨苑ク8 17171 瀬戸大橋 
(茨城) 2 l 11 l 4 j If ルスタ—ズ 

(岡山) 

〔戦評〕前半出だしから攻守とも 
に勝る茨苑クラブが速攻で着々と 
加点し、大きくリードして前半を 
終えた。 

後半に入っても茨苑クラブのぺ 
丨スは変わらず、瀬戸大橋オール 
スターズの反撃も散発的に終り、 

茨苑クが余裕をもってふり切った。 


13 埼玉鹜 ク 


11010 

〔戦評〕前半、お亙い激しい攻防 
の中、埼玉はミドルシュート、力 
ットィンで連取するが、京都も高 
い位置からのロングシュート、ポ 
スト シュートが 決まり 有利な展開 
となる。 GK の好守もあって 9— 
5 と京都が 4 点をリードして前半 
を終了。 

後半、埼玉はステップシュート、 
カット インで得点をあげるが、京 
都はデイフヱンスを固め、速攻、 
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〔戦評〕沖縄は速いパス回しで福 
井のディフェンスを崩して加点す 
る。 さらに 中盤からは福井のパス 
ミス、シユ^ ミスを 速攻につな 
げ、一方的な展開となる。福井も 
竹野のロングシュートを軸に攻め 
るが、沖縄のディフェンスが堅く 
得点があげられない。 

後半に入っても前半の流れは変 
わらず、福井もょく食い下がった 
が、沖縄がそのまま逃げ切った。 
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誰もいないグランド、音 
のない体育館。そこにス 
ポーツという魔法がかか 
ると、一瞬のうちに興奮 
のるつぼと化してしまう。 


一瞬のきらめ吉と 
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IfSenoh® 

本社/東京都千代田区神田司町 2-7‘ s (03)292-5411 


セノーも誇り高きチャレンジャ 
— 。より良質の素材を求め、よ 
り精巧な製品を生み出す努力と 
情熱は、世界中のプレイヤーの 
額に光る一粒の汗と同じです。 
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その力の差を見せつけた。 
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岐阜教員 2521 I 09 
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y スフ □1 
，兵 庫 

〔戦評〕立ち上がり2分過ぎまで 
両 GK の好守もあって0—0。先 
取点は岐阜が飯島のステップシュ 
1卜であげた。しかし、兵庫もす 
ぐにポストで同点とし、その後一 
進一退の展開。前半なかばを過ぎ 
て兵庫の足が止まったところを岐 
阜は速攻などで得点を重ね、13 — 
9として前半を終了。 

後半立ち上がり、岐阜が速攻な 
どで加点、 19112 とリードを広げ 
る。兵庫も岐阜のミスをついて反 
撃を見せたが及ばなかった。 
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〔戦評〕前半 5 分頃までは両チー 
ムともセットを中心とした 攻撃で 
4—3 と 茨城が リードして いたが、 
佐賀のシュートミスや茨城 G K の 
ナイスキービングな どを生かした 
逆速攻で着々と点差を広げた茨城 
が8点をリー ドして 前半を終了。 

後半は佐賀も粘りを見せなんと 
かくらいついていったが、デイフ 
エンスカとスピードに勝る茨城が 
前半のリードを保って逃げ切った。 
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堉 戸18—4〕8山口県 
ライオンズ 3 MI 111 教員団 B 

〔戦評〕試合開始時は互いにょく 

t#o 226150100118 
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㈤ 田村川川田保本辺塚平本⑴ 

g 牧稲寿井吉久塚渡石古谷 
但寸〇 1661531315 32 


飯島1橋本を中心に機動力を生か 
したプレーを展開し、点差を広げ 
る。一方宮崎は、山口の組織ディ 
ブエンスを突破することができず、 
苦しい試合運びとなった。 

後半に入ると、一進一退をくり 
返すが、若さに勝る山口が徐々に 
引き離し勝利を収めた。 
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謹瞀 A 21 (1011 M 53 〕 8 静岡贅団 

〔戦評〕前半、静岡は愛媛の堅い 
ディフヱンスを攻め切れず、シユ 
—トミス、パスミスなどが目立ち、 

逆速攻から点を取られるという形 
となり、苦しい展開。 

後半に入っても、シュ—卜力、 


得0 20210210 

m 勢田石松野塚水田下 

嘴、能太大村小佐清栗桐 


K 

G 


P 

F 


審 


- ■鶴： 


. A 3 内中岡子福野田原 

媛 

S 竹田定金東上川柳 

»0 4023660 


( 2 ) 

T 

P 

2 ) 


21 


j 教職員 


脚力に勝る愛媛は攻撃の手をゆる 
めず、静岡を圧倒した。 

わかくさク5 f16l 7 

(奈良) 2 9—11 

〔戦評〕富山はよく動くもののデ 
イフェンスの高いわかくさクラブ 
を攻め切れず、また、わかくさク 
はロング、サイド、カット インと 
選手がよくかみ合い、得点をあげ 
て点差を広げた。 

後半になり富山はよく動いてぺ 
丨ス をつかみ、わかくさクは単調 
な攻めに動きも鈍くなり、 そこを 
速攻などで得点したが、前半の失 
点が響いた。 
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LU ] 波上山内塚野井浦原口永 

m 須樋栗竹幸上沢中金坂秀 

r 


G 


P 

F 


審 


紐鶴： 


8 

1 

T 

P 

⑶ 

25 

(栃木) 2 (13— .3 12 愛知贅 B 

〔戦 fi 栃の葉クラブの速い攻め 
に対し、愛知 B はセットオフヱン 
スを中心にしてゲームを展開した。 
プラインドからのポストプレー、 
また GK の的確な位置どりにょる 
キ—ビングにより前半は栃の葉ク 
が一〇点をリードして終了。 

後半は、栃の葉クの厳しいデイ 
フェンスからの速攻が決まりだし、 


g 谷本野林丸田沼 
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打ちこんでしまう性格です0 

好きなことを、好きなだけやって L 、るうちに、ここまできた。 

面白 L 、なぁ乂や U 、な、うれ U 、なと貧って t 、るうちに、ここにいた。 

ボ ーM 、っこあれば、，中になれるポクたちは、きっと天下無類の幸せ者なんだ、と思 t 、ます。 


Tango 

HSH3AD タンゴ 3 夸 ¥6,000 

•天然皮革品■手 a い 

日本リーグ男子試合球 


molten 


S 式会社 覺体 

東京本社東京都*田区檇川5丁 S5-7 〒130 003-625-7581 せ 
大阪 • 名古屋.福岡.広 A. 仙台.礼ルリノ USA. デュ rb ルドルフ W.G. 


01100530 

田橋村井山田村山 


高古中酒八中田寺 


〇 
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パス回しで懸命に追い上げたが、 
愛知は1点を守って逃げ切った。 

#00025241050019 

in 野島内川田条山原下越林平 

¥伴北竹塩行中小小岩鳥若大⑶ 


GKFpt 審•酬場 nLulpT 


守り、口 —スコア—の試合と思わ 
れた"しかし、山口は埼玉のスピ 
i ドについていけず、速攻を次々 
と決められて点差は開くばかり。 

後半に入り、山口もカットイン 
やステップで反撃するが、前半の 
失点が大きく逃げ切られた。 

福岡教員邪 f 21 9 M 4 6 一 2いぬゎしク 

〔戦評〕前半は大型の福岡のロン 
グシ ユ—卜 に対していぬわし クラ 
ブは速い動きで応戦したが、ディ 
フェンスの荒さがやや目立った。 
力強い攻撃を見せた福岡が3点を 
リードして前半を終了。 

後半は福岡がよく走り、徐々に 
点差を広げていった。いぬわしク 
は福岡のデイフヱンスを突破でき 
ず、反撃 もま まならずに終つた。 
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東1 gN 813 Af 1?良)ク 

〔戦評〕東京が浜田の3連取で優 
勢な立ち上がりを見せたが、鹿野 
クラブもリバウンド、カツトイン 

.で逍ぃつき、東京•山内の退場の 
問に2魚を連取して逆転した。そ 


>回戰 


京都贅ク35 


--V17I5 
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16 茨苑ク 


〔戦評〕地力に勝る京都が多彩な 
攻撃からコンスタントに 得点をあ 
げ、前半で勝負を決した。 

後半に入り、茨苑クも必死の反 
撃を見せたが、京都の高いディフ 
エンスに 最後まで苦しみ、得点差 
を詰めることができなかつた。 
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の後一進一退の攻防を見せて、鹿 
野クの2点リードで前半を終了。 

後半も一進一退の展開を見せた 
が、10分過ぎに東京が追いつき、 
16 分過ぎから東京が4点を連取、 
一気にぺースに乗って勝利を収め 
た。 
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滋賀教員20( 12 8M5 14 j 19 香川教員 

〔戦評〕滋賀が能波と井上のボス 
卜と サィドシユートで得点してい 
つたが、香川は高畠と片山の速攻 
で着々と加点、1418と6点をリ 
1ドして前半を折り返す。 

後半に入ると、今度は逆に滋賀 
の速攻が決まりだし、10分過ぎに 


2415001024 

In 谷井辺谷里濱山田島山畠 

_大亀渡泉渡上西前真片高 
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«] 山田藤波上田野山田 

S 松位伊能井武大橋林 

得 0 03492200 


は逆転、その後香川も反撃して同 
点としたが、残り15秒、滋賀•能 
波の速攻が決まって勝負がついた。 

千葉教員26(917|5|20宮崎瞀 A 

〔戦評〕お互いにポスト、ロング 
を使った攻めで互角の展開。14分 
過ぎから干葉が仲村、飯名、仲村 
と3点を連取してリードを奪い、 
さらに 20分過ぎにも3点を連取、 

7点をリードして前半を終了。 

後半に入り、宮崎は柳田のロン 
グを 中心に冨永らがよく走り、3 
点差まで詰め寄ったが、千葉も仲 
田らの得点で再度突き放して逃げ 
切った。 
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£松藤鍋村田木田鐘名水藤原 

f * 々 
2:平数川仲仲佐寺大飯泉加浅 
51 寸〇04570043021 

愛知教 eA 208 T 2 M 910 j 19 長野教具 

〔戦評〕前半、愛知は岩本のロン 
グシュートを 中心に、 長 野は ボス 
卜を 使った攻撃を中心に戦い、12 
— 10と愛知の2 点リー ドで折り返 
す。 

後半に入っても両チームともに 
攻撃バタ—ンは変わらず、1点を 

V 丨 ，《こ.- u n •こ〇 p 、 
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_料金(税込） 

シングル A . 6,180 PJ 

シングル B . 6,540円 

シングル C ……6,740 PJ 

ダブル . 12,360 HJ 

ツイン . 11,330 HJ 



■料金(税込） 

シングル A .6.690 M } 

シングル B ……7,100 PJ 
ツイン.ダブル • 11 ,330 W 
トリプル . 14, G 30 PI * レシ t •ンビァグル-プ 
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文限 洛古屋 


〒 53 〇人阪ル•北区南_町 6 - 2 3代表 006(312) 5151 

■交通新幹線新大阪畎からタクシーで10分 

大阪空港からタクシーて‘20分（販神高速）大阪駅から扇町まで徒歩12分 

♦耑坂 __ 山•丈阪 Eji *」 ピ:？朮芝 Jb •防府 £i ャ •姉呔ホテ 


〒460名古屋市中区錦 2-20-5 代表0052 (203) 5858 

|交通地下鉄東山線伏見駅より東へ徒歩5分 

地下鉄東山綾栄駅より西へ徒歩8分タクシーは名古屋駅より8分 


★予約センター 

東京予約センター a 03(583)1001 
名古屋予約センター ©052(203)5489 


大阪予約センター 06(312)1751 

北海道予約センターく札幌〉 ST 0 I 1(232)3731 
東北予約センターく仙台〉 ©022(224)0078 


^KOLON HOTEL HW 、 度州(キ 3 ンム rti ) * 京事務所⑽586 -7571 

北陸予約センターく金沢〉 30762(40)0890 
防府予約センター 30835(21)6601 

九州予約センター «3?092( 7 14)358! 


沖縄教員 31 i 1615 lI 139 j 2.2 岡山教員 

〔戦評〕立ち上がり岡山は相手シ 
ユート ミスを 速攻につなげ 7 点を 
先取したが、沖縄も速攻、速いボ 
1ル回しからの攻撃などで応戦、 
互角の試合となった。 15 分過ぎか 
ら相手 ミスを すべて得点に結びつ 
け、6点を連取した沖縄が前半を 
リ—ドした0 

後半に入り、岡山はセットから 
のロング、サイドシュート、沖縄 
は速攻での得点でともに譲らぬ好 
試合となったが、前半のリードを 
生かした沖縄が勝利を収めた。 
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〔戦評〕山口の角が左 45 度からの 
ロングシュートで先制、その後山 

U は多彩な攻撃で着実に得点を重 
ねる。 I 方愛媛は、山口の堅いデ 
ィフェンスを攻めあぐみ思ぅよぅ 

に得点が伸びず、終盤追い上げた 
ものの 12 18 と 山口の 4 点リード 
で前半を折り返す。 

後半、山口のセットブレーに対 


し愛媛は相手のミスから得意の速 
攻につなげ、全く互角の展開を見 
せるが、前半のリ—ドを守った山 
口が逃げ切って勝利を収めた。 


但寸〇 4253510 
A1 内中岡子福野田原 
媛 

cf 竹田定金東上川柳 


K 

G 


審 


岡本' 
清水， 


島本兼村井村田谷山 
角 

;古飯橋吉•岡原中和倉片 
得 0 3336042031 


ロノ 

山 


20 

⑷ 

T 

P 

⑻ 

25 


GKFp( 審 .= 一 

- -—Sr. , \ -> / 

1]谷田田元下開井口西山田 

嶸 岸 

S 染石中四山新武滝小中川 

但寸003220538042 


〔戦評〕岐阜は林、名倉の速攻で 
リード、一方茨城は海老沢のミド 
ル、吉井のサィドで反撃するが、 
10分過ぎょりディフヱンスに疲れ 
が見えだし、退場者を出す間に着 
実にリードを広げて逃げ切った。 
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栃の葉•ク29(511 5)21 わかくさク 

〔戦評〕立ち上がり、両チームと 
もに雑な攻めであったが、栃の葉 
クラブが先にべ一.スをつかみ、 14 
I 6と大きくリードを奪って前半 
を終えた。 

後半に入ると全く一進一退の互 
角の展開となり、わかくさクラブ 
も懸命の反撃を見せたが、前半の 
点差が大きく及ばなかった。 
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〔戦評〕福岡は立ち上がりからス 
ピ—ドのある攻撃で速攻、セット 
からのロングシユートなど多彩な 
攻めで得点を重ねた。一方埼玉も 
テクニカルなシユートで高い福岡 
のディフェンスを崩し、食いつい 
て前半を 15—11 で折り返した。 

後半も福岡はスピードと高さを 
生かした攻撃で着々と加点、点差 
を広げて勝利を収めた。 
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滋晳 ： l : 23f149ll712j19i_: 

〔戦！^〕東京がミドルシュートで 
リードを 奪ぅが、滋賀も山根の 口 
ングシユ ートを 中心に反撃し、 18 
分まで 7 — 7 の同点。しかし、東 
京は速攻からの ポストを からめて 
連取、 12—9と3点をリードして 
前半を終る。 

後半立ち上がり、滋賀はサィド 
シュ—卜で 4 点を連取して逆転。 
東京は攻めが単調となり、滋賀の 
速攻が次々と決まって勝負が決し 
た。 
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〔戦評〕愛知は走りを生かしてフ 
エィントや 速いパスでシュー トに 
結びつけて得点していたのに対し 
千葉は ロング、 ポスト、サィドシ 
ュ！ 卜を 見せたが、相手 GK の好 
守もあって 12 — 9 と愛知が 3 点を 
リー ドして折り返す。 

後半に入り、千葉は開始早々一 
気に同点としゲームを盛り上げた 
が、その後シュートを GK に阻止 


—11 一 
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山梨県東八代郡中道町下曽根 3440-1 亍 400-15 
電話 №552) 66-5〗51(大代） FAX(0552) 66 -51 56 


され、逆速攻で愛知が畑点、結局 
前半のリードを守った愛知が逃げ 
切った。 


得 001 11 10032030 
幻松藤鍋村田木田鐘名水藤原 
^ 々 
[■ T 平数川仲仲佐寺大飯泉加浅 


K 

G 


審 




幻地田永本本田木本 

?ユ 保 

£本岩徳岩松久鈴岩 

»o 5140545 


T 

P 

⑵ 

4 

2 


■回戦 


京都教 H ク 26 一 121118 7 j15 沖縄教員 

〔戦評〕小粒ながらきびきびした 
動きで フェイント、カットイン プ 

レーにょる得点を狙ぅ沖縄と大型 

パワフル京都の対決は、立ち上が 
りから京都優位で展開した。 

京都はコンビブレーに力量を見 
せ、速攻のバランスもよく、鍛え 


得 0021203340 

則垣納平本城毅間良田昭 

W 恩 城 城 
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g ド本府問本辺田村村水藤 

UIII 哄国佐楠池西西中清加 
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られたチームであった"沖縄も部 
劳的には切れの良いプレーを見せ 
たが、勝敗を左右するところまで 
は至らなかった。 


EH のロング、古賀のポストシュー 
卜で応戦。 18 分まで 10110 だった 
が、福岡が速攻を決めて 12—10 と 
2点を リ—ドして 前半を終了。 


見せたが、20—20の同点からの終 
了20秒前に、愛知•久保田のステ 
ッブシュートが決まって、愛知が 
勝利を収めた。 
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山口の角の打ち合いとなり、前半 
10分で 615 と栃の葉クが一歩リ 
1ド。その後山口は栃の.葉クの高 
いディフェンスを攻めあぐみ、 13 
19 と栃の葉クが 4 点をリードし 
て前半を折り返す。 

後半に入り、両チ—ム互角の戦 
い 展開するが、12分、栃の葉•山 
下の退場をきっかけにリズムを取 
り戻した山口が 18 — 18 の同点に追 
いつく。しかし、 気力に勝る栃の 
葉が再び山口を突き放して逃げ切 

った。 
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試合となった。ロングの決定力が 
上回った福岡の高さの勝利であつ 
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愛知瞀 A a flolll 1 12820 滋賀教 B : 

〔戦評〕セットプレーとテクニッ 
ク主体の滋賀と速い動きからのセ 
ットと速攻の愛知といぅそれぞれ 
の持ち味を出した好試合で、両チ 
—ムとも譲らぬ一進一退の展開を 
51 寸〇 124850000 一 20 
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〔戦評〕両チ—ムとも技術的に平 
均した力を持った選手が揃ってお 
り、試合開始ょりハィレベルのプ 
レーが展開された。栃の葉クは滝 
口を中心に5分間で3点を先.行、 
しかし京都も菊本の速攻などで15 
分には1点差とし、結局11|9と 
栃の葉クの2点リードで前半終了。 

後半立ち上がり栃の葉クがリー 
ドを広げたが、京都が中盤に逆転 
一時は2点のリードを奪ったが、 
終了寸前に栃の葉クが追いつき、 
延長戦に。延長戦も京都が先手を 
とったが、栃の葉クが滝口、武井 
のゲットで逆転、熱戦を制した。 
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召しませ自然。 

シャトレ I ゼのお菜子は山梨育ち。 

日本一の果実郷と極上の酪農地帯です。 
澄んだ空気 t 豊かな自然を、 

満載しています。 

そして、日本中をおいしい笑顔でみたそぅと 

シャトレ*—ゼのフレッシュパワ—、 

ハンドボール部ともども、 

21世紀に向って、 

さらに大きく飛躍しよぅとしています。 
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福岡教員29121 I 21一25栃の葉ク 

〔戦評〕両チ I ムとも速い動きで 
決勝戦にふさわしい好ゲ—ムとな 
つた。福岡は、野田のロング、早 
川のサィド速攻を中心に全員がょ 
く走り、好ムードで4点をリード 
して前半を折り返す。 

後半は、両チーム GK の好守で 
大変ひきしまつた好ゲームとなる。 
栃の葉クラブも必死の追い上げを 
見せるが、福岡が前半のリ—ドを 
守って逃げ切り、栄冠を獲得した。 
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S 染石中四山新武滝小中川 


5 

2 


K 

G 


審 


岡本' 
清水. 


則條田崎島賀山藤木野川 

I 堤 

H 七野山牧古塩遠白平早 

但寸〇 7331110328 


T 

P 

1 

9 

2 


女子 


.回戦 


山形 filgun 茨苑城)ク 

〔戦評〕山形は村川のロング' 小 
林のカットインなどで得点。茨苑 
クラブも矢口、大越のカットイン 
などで得点し、15分まで515と 
互角の展開。しかし、山形はずら 
しのブレ！から活路を見出し、そ 
の後相手ミスからの速攻も出て、 
しだいに引き離し、13|9と4点. 
をリードして前半を終了。 

後半に入り、茨苑クもセットプ 
レー、サイドへのずらしなどで反 
撃を試みるが、逆に山形の速攻に 
あい点差を広げられてしまつた。 
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ィンクロスなどのィ I ジーミスが 
双方に目立ち、また両 GK の好守 

もあつて 616 といぅ口 1 スコア 

のまま前半を終了した。 

後半開始早々、長崎は PT を続 
けて2本はずし、相手 ミスからの 
速攻も G K に好守されるな ど リズ 
ムに乗り切れなかったが、最終的 
にはシュート数に勝った長崎が2 
点差をつけて逃げ切った。 
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〔戦評〕立ち上がりはお互い攻守 
にキビキビした動きで始まったが、 
パスミス、才—バーステ , 7プ、ラ 


?岐阜教員 
子 

〔戦評〕神奈川は、ロング、 ボス 
卜、カットィンなど多彩な攻撃で 
確実に得点を重ねた。一方岐阜も 
ょく動いて攻めたが、神奈川の堅 
いディフエンスに阻まれ、10|6 
と神奈川が4点をリー ドして折り 
返す 

後半に入っても流れは変わらず 
総合力に勝る神奈川が堅い守りと 
速攻で得点を重ね、リ I ドを広げ 
て勝利を収めた。 


福岡教 sle f s 10 M 3 13 j 16 ®: 知教 MA 

〔 m 評〕愛知•岩本が先制してゲ 
1ムが始まる。愛知はスピード豊 
かな攻撃で着々と加点、福岡も野 
田のロング、速攻で追いかけ、13 
—10と愛知の3点リ—ドで前半を 
終了。 

後半福岡は、パワープレーで4 
点を連取して逆転、その後一進一 
退の展開を見せたが、福岡がじり 
じりと引き離し逃げ切った。 
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〔戦評〕立ち上がり速攻とカット 

ィンで京都が連取、その後両チー 

ム10分間ノーゴールと貧攻が続く。 
パワーと高さに勝る京都が 12—3 
と大きくリードして前半を終了。 

後半に入ると、愛知がスピード 
ある プ レ— で追い上げたが、京都 

は持ち前のパワ—で徐々に占 i 差を 
広げ、大差をつけて勝利を奴めた。 
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新しい時代を作ってゆくのは、 

新しいひらめき。 

そして、ひらめきを実現じ r くれる 
素材が求められます。 

常に新 u 、技術で新 u 、夢をかなえる 
素材をお届けじ r きた日新製鋼。 
これからも時代に応える 
新しい素材をみつめてゆきます。 



明日の素材をみつめる 
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埼玉教員 11017 一 8 兵庫教員 
白小鳩 2 nl 11 j 1風見鶏ク 

〔戦評〕稲垣のフェイント、石井 
のロングを中心としたセット攻撃 
主体のテクニカルハンドを展開す 
る埼玉と尾上、和田の速攻を中心 
としたスピ—ドハンドを展開する 
兵庫は、お互いに一•歩も譲らず互 
角の展開を見せた。しかし、防御 

において兵庫が再三にわたってラ 
フ プレー による 退場者を出し、 そ 
の間に確実に得点をあげた埼玉が 
勝利を収めた。 
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福岡教員 31 ( 
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千葉ク 

11515 ?8 

〔戦評〕両チームとも最初から速 


いテンポで試合を進めるが、お互 
いにパスミス、シユートミスが多 
く、 得点につながらない。ディフ 
エンスから速攻に結びつけ、点差 
を広げて 16 13で前半を終ぇた。 

後半に入っても福岡の速攻やセ 
ットからの攻撃が決まり、着実に 
得点を重ねていった。千葉も再三 
福岡のゴールをおびやかすが、動 
きのいいディフェンスや GK の好 

守に阻まれ得点できなかった。 


姐？0 0112400 
i ] 原森野塚根田川井 
?老 
£小大天石海上谷永 


K 

G 


審 


岡本' 
清水. 


1 


野村田田川中中口本澤 

;上今松薮妹田田田橋長 


T 




31 


栃の葉女子6 f 14 l _ z 7 鹿児島 
瞀(栃木 2112|10」1教員ク 

〔戦評〕開始早々栃の葉が相川の 
ロングシュ—卜でリズムに乗り、 
10分には 4—0 で先行。鹿児島も 
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その後サイド、ポストなどで加点、 
20 分には 816 と追いすがる。し 
かし、栃の葉が再びロングなどで 
突き放し、14|7で前半を終了。 

後半に入っても栃の葉のリズム 
は変わらず、鹿児島も終盤懸命の 
粘りは見せたもののふり切られた。 

: I 子教 Hwnvi 員 

〔戦評〕サイドシュートの2連取 
で先手を取った愛知は、三宅のス 
ピ！ デイな速攻をからませ、15分 
には9—2と 大きく リード〇山口 
も小さなパスをつないで速攻をか 
けるが、愛知 GK 鏡の好守に阻ま 
れ、 14—5 で前半を折り返す。 

後半に入り、山口は攻撃的なデ 
イフェンスから速攻に行くがパス 
ミスが多くてリズムをつかめず、 
流れを変えることができなかった。 
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京都教員 38(21171141 5 山形教 M 

〔戦評〕4連続速攻で先手をとつ 


た京都は、その後もロング、ボス 
卜と確実に加点し、精彩を欠く山 
形を終始圧倒、17|1と大差をつ 
けて前半を終了。 

後半に入つ.ても京都の勢いは衰 
えず、速攻を中心にノート狭しと 
走り回り、大差をつけて勝利を収 
めた。 
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〔戦評〕長崎は立ち上がり藤山、 
小路のポストシユートで先制、好 
調な スタ—卜を 切ったが、神奈川 
もすぐに岩渕の速攻、小池のボス 
トシュートで同点とし、さらに10 
分過ぎ長崎が退場でベースを乱し 
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たと ころで速攻などで3点を連取 
優位に立った。 

後半に入って、神奈川は速攻と 
ポストから、長崎は中田、塩津の 
活躍で点の取り合いとなったが、 
神奈川が前半のリードを保って逃 
げ切った。 
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埼玉教員 
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〔戦評〕試合開始から両チームと 
も素早い動きとボール回しでボス 
卜からのシュートで得点し、互角 
の立ち上がりを見せる。しかし、 
福岡のオフェンス、ディフェンス 
がやや上回り、4点差をつけて前 
半を終る。 

後半に入り、福岡にシュ~トミ 
スがあり徐々に埼玉ぺースとなり 
残り5分に同点に追いつく。1点 

を争ぅ試合展開となったが、17— 
17で延長戦に。 

延長に入って福岡が2点をリ— 
ド、 このまま かと思われたが、埼 
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玉も懸命に粘って再び追いつき、 
勝敗.はとぅとぅ PTC に。結局福 
岡が 3 12 で PTC を制し、大熱 
戦に決着をつけた。 
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〔戦評〕両チームともスピード豊 
かな攻防を展開し、前半のなかば 
まではサイド攻撃や逆速攻などを 
確実に得点に結びつけた栃の葉が 
優位に展開。愛知もディフェンス 
を固めて追い上げ、2点差で前半 
を折り返す。 

後半も技の栃の葉と力の愛知が 
一.進一退の攻防を展開、残り 3 分 
で同点。その後1点の重圧に両チ 
. ~ムともシユ—卜が決まらず、延 
長戦かと思われたが、残り 5 秒、 
栃の葉•五十畑のシュートが決ま 
り決着がついた。 
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ディフェンスを崩すことができず、 
逆に無理なシュ—卜やミスから京 
都の速攻を受け、前半で大きく点 
差をつけられた。 

後半、神奈川は懸命の反撃を見 
せるが、攻め切れず、京都に走ら 
れて一方的な試合展開となった。 
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illr 藤野嶋池山保渕室倉村 

SJ 見久 

c » 加中野小野大岩安高中 


K 

G 


審 


井上 ' 
高橋. 


P 添本野上尾田辺井橋上 


京一 


.審 


畑山矢池中藤渡酒小井 
得〇 0238835331 


( 2 ) 


T 


36 


福岡贅 3 Tm ~ r 7 8jJL 


，栃の葉 
，女子教員 

〔戦評〕開始早々、栃の葉の大久 
保が左サイドからのシュートで得 
点、福岡もすぐに松田のロングで 
同点とし、一進一退の展開かと思 
われたが、スピ—ドにやや上回る 


日 一寸 〇 2 12 6 10 3 
i)t 村保井畑川木村野 

讀吉大北五相桜中中 


K 

G 


審 


噌田 . 
中森‘ 


京都教員^而^一”神奈川贅 

〔戦評〕前半、神奈川はカットイ 


m 野村田田川中中口本澤 

B 上今松薮妹田田田橋長 

但寸〇 756030003 


5 

T-H 

T 

P 

⑷ 

4 

2 


福岡が次第にリードを広げ、13— 
8で前半を折り返した。 

後半は、双方ともに疲れからか 
ミスが目立ち、思うほどの得点が 
あげられず、結局 23115 で福岡が 
勝利を収めた。 


>位決定戦 


r 奈川繁2 49 M 8 3 




栃の葉 


日 一寸 〇 1004213 
幻村保井畑川木村野 

[i 吉大北五相桜中中 


1—_ 

1 


K 


P 

F 


審 


中森' 
増田. 


Q 藤野島池山保渕室倉村 
轫 見久 
[ «加中野小野大岩安高中 
#0042.113101 


決勝 


，女子 教員 

〔戦評〕両チームとも守って速攻 
を中心に攻撃する同タィプの対戦。 
開始1分、栃の葉•中野の速攻で 
先制。神奈川もすぐに小池のミド 
ルで追いっき、以後一進一退の展 
開を見せたが、栃の葉が大事なと 
ころでパスミス、シユ—トミスを 
犯し、自滅の形で6点差が っいて 
前半を終る。 

後半は、両チームとも速いテン 
ボで好ゲームを展開。栃の葉も必 
死の追い上げを見せたが、神奈川 
GK 加藤の好守にあってあと一歩 
及ばなかった。 


京都螯 £99 M 89 V 福岡贅 

〔戦評〕立ち上がり両チームとも 
に固さが見られ、京都は PT を3 
本はずすなどリズムに乗れなかつ 
た。10分過ぎ頃ょり両チームとも 
ょぅやく リズムをつかみ、見応え 
のあるゲームとなり、919の互 
角で前半を折り返した。 

後半、京都は福岡•長澤の退場 
の間に2点を連取、リードを3点 
にまで広げた。しかし、福岡も終 
盤激しく追い上げ1点差としたが、 
一歩及ばなかった。 

両チーム GK の好守もあり、決 
勝戦らしい好ゲームであった。 


得〇 174012002 
幻野村田田川中中口本澤 

( fs 上今松薮妹田田田橋長 


ti : 


W 添本野上尾田辺井橋上 


京 

( 得0 

T 
P 

3 


審 

:畑山矢池中藤渡酒小井 


7 
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P 
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電気をみ右び<。 
未来へみちびく。 

一計測と制御一 

® 大崎1氣3：業採式會社 

本 社 〒141 jffJKffi.V'.JUKOi /i Jilll 2-2-7 

(03) 443-7171( 代及 ) FAX (03) 447-5844 


御坊ク 30 


桜門ク 38(2018612118 白亜ク 
小松ク 20 f 128 M 79 j 16 日川ク 


本田ク26一 115— 811 j 19 花卷ク 


山ク 


1 38(2315 M 814 j 22 東 

▼ 2 回戦 

大同ク23|1013|1111一22氷見ク 
全福！：3211814117 8 j 15 御坊ク 


桜門ク 26 


141211 


S 小松ク 


ハ丄ヒルク 2971—1123 本田ク 

,1 IV 


ク 


▼準決勝 

全福！： 20 f 9 11 II 86 j 14 大同 


。ハ丄ヒルク21 1 9 12 l 1010 j 20 桜門ク 

▼決勝 

パ丄ヒルク 20 f 119 li 109 j 19 全福岡 


〔順位〕①パームヒルク②大同ク 
③白桃ク 

▼決勝 卜—ナメント1 回戦 

大同ク20( 812||4 9 j 13 はまなすク 

氷見ク 28 l 1216 l118j 19 I H ク 
全福岡 27 f 1413 M 8 7j 15 富岡ク 


第9回全国クラブ選手榷大会 


(8 月4日〜6日/ 
大阪市中央体育館) 


男子はパ—厶ヒルクラブ 
女子は小松クラブに栄冠 


男子 


▼予選リ—グ 

0 A グループ 

はまなすク 1 「 1 - 1 15〕 

(北 l )2 t 10 l 12 J 


全，福岡19一109^厂生駒ク 


(奈良) 


はまなすク 0-1 


東山ク A 19 


til 
、 10i 


7ラ I ジェスト 

1 ( 東京) 
東山ク A 


日 


ク 16 


、101 


11生駒ク イ松ク21 


6 


(京都) 

18 ラ-ジェスト 


〔順位〕①はまなすク②東山ク A 
③ラ . —ジェスト 
0 B グルーブ 
氷見ク 1 f 8112 
(富山) 2 t 13 l 7 j 


下関ク^ 


110 I 7 J 


，凊商ク 
1 ( 静岡) 
d 白亜ク 
i (岩手) 


氷見ク 27 .21 N 9413 


本田ク 

(三重) 

高島ク 


本田ク24 


、14 i 


(滋賀) 
14高島ク 


110—C 

〔順位〕①氷見ク②本田ク③高島 
ク 

o c グルーブ 


全福岡「〇〇 I 


(福岡) 


7 


7 


日川ク 

(山梨) 


桜門ク23 


御坊ク15 


12—0 
.1110 


ioi 


〇 


御坊ク 
{和歌山) 
讃岐ク 
(香川) 


13讃岐ク 


〔順位〕①桜門ク②御坊ク③讃岐 
ク 

〇 F グループ 

小松ク2 (1316〕3富岡ク 
(石川) 2 (9—7」1(群馬) 
1015 j 3呉 ク 


.1110 


(広島) 


〔順位〕①全福岡②日川ク③生駒 
ク 

〇 D グルーブ 
下関ク 5 f 12—9 'l 
(山°上131 


富岡ク 19 f 109 M 67 j 13 呉 ク 

〔順位〕①小松ク②富岡ク③呉ク 
〇 G グルーブ 


花卷ク 


23 


白亜ク 20~812 M 1241 16 清商ク 

〔順位〕①下関ク②白亜ク③清商 
ク 

〇 E グループ 
桜門ク 4(11— 9〕 

1 ) 2 U —7 J 


羣 } 

IH ク25 


.14—6 J 

tnl 


雪陵ク21 


4 IH ク 
1(神奈川) 
7雪陵ク 
1 ( 大阪) 

18 花卷ク 


n—9 〕 
io— 9 j 

〔順位〕①花卷ク ② I H ク③雪陵 
ク 

〇 H グループ 


パ丄ヒルク 

(沖縄) 


23 


、12—516大同ク 


パ丄ヒルク 28 


大同ク 26 


丫 11J 

f 14 i 
114—ヮ 

rll — ヮ 

/15 I 7 


(愛知) 
3白桃ク 
1 ( 岡山) 

14白桃ク 
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くらし、ひろげる£/”ス3の力ード 

StMtStg 


ファッションから食品まで 
サインひとつでお買物。 

ご入会手続きも簡単です。 

お気较にお中込み 
ください0 



お支払いもいろいろ 

攀月々のお支払ぃがラクな 

リボルビング払い 

_手数料なしのおトクな 

—回払い 

■お求めはぃま、お支払ぃは 

ボーナスー 括払い 

b お中し込み.お問ぃ介せは、ジャスコ各店 
サービスカウンター乂は、販壳におたず 
ねくださぃ。 


SJ 

如ス3 


女子 


►予選リ—グ 

〇ィグループ 
T ロップ2 514 
レ•ク {掌)117 —3 J 
ギャロップ〇「5 1 3 ^ 
レ•ク 1 1513 j 


チェイサー；： 


4—0 
^ -1 1 


ボストク 
，(静岡) 

チェイサー 

。(犬阪) 
VO ホストク 


〔順位〕①ギャロップ•レデイス 
ク②チヱイサー③ボストク 
〇ログルーブ 


神埼ク。 
(佐賀)1 
日川ク q 
(山梨)1 


4-4 

^915. 


リ古都ク 
{京都} 

J 神埼ク 


古都ク， 58 M 53 j 8日川ク 

〔順位〕①神椅ク②日川ク③古都 
ク 

〇ハグループ 
香川ク. 


(香川)14 
香川ク 18 

風見鶏 ク 12 


風見鶏ク 
8 ( 兵庫) 

10佼成 OG 
9佼成 0 G 


〔順位〕①香川ク②風見鶏ク③佼 
成 OG 

〇ニグル—プ 

あゆみク1「5—4一 滋賀ク 
(三重)1 t 6—3 j 7 ( 滋賀) 

ぁゅ — nv UI !:山口 r 


小松ク 104 6 11 


チェィサ114 
▼ 2 回戰 

あゆみク12 

徳山ク22 
小松ク11 

広島ク 18 
►準決勝 
小松ク15 


T11M11 


flo—4 一 
8—— 6. 


12風見鶏ク 


11香川' ク 


18 神埼ク 

ギャロップ 

9レ.ク 

10チェイサー 


9あゆみク 


広島ク 22 一 157 M 8 7 j 15 徳山ク 

▼決勝 


小松ク 13 f 67 M 47 jll 広島 


ク 


徳山ク 15 f 69 M 37 j 10 滋賀ク 

〔順位〕①ジャスコあゆみク②徳 
山ク © 滋賀ク 
〇ホグループ 

広島ク 5 「9 18 3小松ク 
(広島)11615」1(石川) 

£島ク 13 f 6111 6オレンジク 
广 t 715 J (栃木) 


大会を終えて 


G オレンジク 


〔順位〕①広島ハンドボールク② 
小松ク③オレンジク 

▼決勝卜—ナメント1回戦 

小松ク 16 f5 11I761 13 日川ク 


0参加選手年齢分布 
〈男子〉 

40以上 
35以上 
30以上 
参加者 
〈女子〉 

40以上 
35以上 
30以上 
25以上 
参加者 


9 2 • 6% 
216 . 2 % 
5415. 9% 
340/ 24 . 7% 

4 2 • 〇% 
105 - 〇% 
2914. 5% 
5025. 〇% 
200\46* 5% 

参加選手の年齢分布ですが 、30 
歳以上の選手が 24. 7%〜21. 
5 %を締めています、 35 歳以上で 
も、 8 • 8%〜7 . 〇%の選手が 
参加しています。 

以上の事から、一日の試合数. 
試合時間を考えてみるか、年齢別 
の組み合わせ•大会を一考する必 
要があるのではないでしょぅか。 

特に女子のチ！ムの子供連れの 
選手の休憩場所の確保が大事だと 
思います。ママさんチームの参加 
はハンドボール競技の将来に欠か 
せない大事な資源ではないでしょ 
ぅか。小さな時から母親と一緒に 
ボールに馴染むことは本当に大切 
なすばらしい環境ではないでしよ 
うか。 

今回の大会のギャロップ•レデ 
イスは、高年齢(34. 4) でした 


が、子供達の「ママがんばれ」の 
声援で予選2勝での通過はすばら 
しかったと思います。この子供達 
が母親そのグル—プを通じてハン 
ドボールに目を向け興味を持って 
くれる事ほどすばらしい事はない 
と思いますが。 

クラブの大会も大切ですが、マ 
マさんハンドボールの大会も考え 
る時期が来ているのではないでし 
よぅか。女子チームでは25歳以上 
が 50 %近くを締め既婚•子ずれの 
選手が多く、年1回の顔合わせを 
楽しみに参加のチームも多く見ら 
れました0 

男子にしても年齢別の大会にす 
れば、才—ルドボーィを呼び戻す 
ことができるのではないでしよぅ 
か。 

その他として、会場の固定化。 
固定していると、毎年はだめとし 
ても、旅費宿泊費を予算化して計 
画的に参加しやすくなります。 

試合時間も男女別•年齢別に考 
慮し、試合方法も考えてみると大 
会は実施できます。 

審判も上につながらない大会で 
すから、各チ I ムの帯同審判 (1 
名•監督•コーチ•マネ . ~~ジャ丨 
兼任可)でいいと思います。開催 
地は審判長と補充の審判員を数べ 
アーで準備すればよいのですから、 
大会運営も軽減することができる 
と思います。大会参加費と協会交 
付金で運営するためにも必要だと 
田 5ハます。 
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亩八イを振り返0て 


浦和実業学園高校 
E 窗山田克彦 



年号も平成と替わり、その元年 
度、第 40 回記念すべき大会におい 
て昨年度女子の初優勝に引き続い 
て今年は男子が5年振り2度目の 
優勝を果たすことが出来ましたこ 
とは この 上ない 喜びであります。 

今年は 185 §3人を揃えてこの初 
の大型チームとしてスタートを切 
つた。夏場はウェィト•トレ ーニ 
ング中心に体力づくりとシユ—卜 
力の向上のためにかなりの時間を 
かけてポジションシユートを練習 
させた。10月の新人戦地区予選で 
は大型チ—ムゆえに夏場のトレー 
ニングの成果はまだ出ず、ディフ 
ヱンスカ不足、精神面の脆さもあ 
つて準々決勝、大宮南高校に15対 
15 の引き分け、?丁0を1対2で 
敗れ、第 5 位と いぅ 不本意な成績 
となった。大会の反省を生かすた 
めに、フット ワ—ク と1対1 を 練 
習内容に多く取り入れた。また、 
精神面においては、監督に怒られ 


ても強く気持を持つことを約束さ 
せ、強化をはかった。11月、県新 
人戦が始まった。準々決勝、浦和 
学院と対戦、 14 対 15 で敗れて 3 位 
となったものの春の関東大会予選 
までにはどぅにか勝負が出来る手 
応えを感じ取った。 

冬場は新人戦の反省を生かしと 
にかく体力向上、精神力向上をは 
かった。体力面ではゥェィトトレ 
—ニング、ハ—ドル走、階段の登 
り降り、12分間走などを練習に組 
み入れた。苦しいトレーニングを 
克服させることにょって精神面の 
強化をはかると共に、ミーティン 
グを多く持ち、話し合いの中で選 
手一人一人の心づくりに専念した_ 
特にキャプテンの永山君には「チ 
1ムワーク」とは、「キャブテン 
シ 1 J とはなどと考えさせたり、 
アドバイスをしたりした時期でも 
あった0 

3 月、春の全国選抜大会に初出 


場した浦和学院高校が昨年のイン 
夕1ハイに引き続いてベスト4進 
出を果たし、本校も全国の上位を 
狙えるレベルにあることを確信し 
て愛知県立名南工業高校において 
こ.の強化合宿に参加させて戴いた。 
ここでは、熊本市商高校、高岡向 
陵高校、小松明峰高校など毎年イ 
ンタ1ハイに出場するチームと練 
習をさせて戴き、選手たちはかな 
りの自信を持って帰って来た。す 
ぐ翌日、千葉県東邦高校において 
この強化合宿に参加させて戴いた。 
名古屋遠征の疲れもぁって少々動 
きは鈍いがディフェンスが少しず 
つ良くなって来た。もぅ少し前へ 
の詰めと2人、3人のコンビネー 
ションディフェンスが確実になれ 
ば、関東大会県予選は優勝が狙ぇ 
ると思つた。 

5月、関東大会県予選が始まつ 
た。今大会は準決勝リ—グにおい 
て大宮南高校と対戦、昨年11月の 


新人戦地区予選では引き分け 、 P 
TC で負けているので気合いを入 
れて臨んだ。前半5分、キャブテ 
ンの永山君が左親指脱臼のために 
退場、交替して出場した 185 crn の田 
中君がょくロングシユートを決め 
てくれて17対15で勝ち決勝へ進ん 
だ。決勝では浦和学院高校と対戦、 
昨年新人戦では1点差で負けを喫 
したが、前回の反省を生かし、相 
手の攻撃を高さで守り切り、速攻 
で得点を重ねて20対12で圧勝。関 
東大会出場を決定づけた。 

6月、栃木県で行われた関東大 
会では準決勝で横浜商工高校と対 
戦、手渡しパスからの ずらしと 左 
腕エース小沢君のロングシユ—卜 
が守り切れず16対24と大敗を喫し 
た。この日から「打倒•横商」を 
目標に インタ！ハイ 出場を 目指し 
た。 

6月、インタ—ハイ県予選が始 
まった。準決勝リ—グを離無く勝 
ち上がり、決勝リーグを迎えた。 
決勝リーダでは、「心で負けるな」、 
「打倒横商」を目標として頑張る 
ことを再認識させた。初戦、川口 
北高校と対戦、 16 対9で勝つ。こ 
こで浦和学院高校が大宮南高校に 
18 対 20 で敗れる波乱が生じた 。2 
戦目、その浦和学院高校と対戦し 
たが、前日大宮南高校に負けて気 
合いが入ったか、闘志をむき出し 
に気迫ある戦い振りで12対17と完 
敗した。とうとう優勝チームは最 
終戦の対大宫南高校戦にもつれ込 


んだ。最有力候補は大宮南高校で 
浦和実業学園高校に引き分けか勝 
てばインターハイ初出場。8点差 
以内で浦和実業学園高校が勝つと 
浦和学院高校の3度目の出場が決 
定する。浦和実業学園高校は9点 
差以上の差をつけなければインタ 
丨ハイの出場決定はならず、ほぼ 
不可能に近い戦いとなった。いよ 
いよ事実上の決勝戦が始まろぅと 
した時、サイドブレーヤ—の笹井 
君が私の所に来て、「左腕エース 
の本間君にマンツーマンをつきた 
い」と願い出て来た。私はこの時 
ばかりは彼はインタ1ハイ出場を 
締めていないのだ、自分が負けを 
心に決めていたことがとても恥か 
しかった。また、 OB 、 御父兄の 
皆様方も選手たちに叱咤激励して 
くれたことも大いに感謝すべき所 
でぁった。選手たちは本当に良く 
頑張ってくれた。前半、笹井君が 
マンツーマンを守り切り10対6で 
終了。後半は相手のシュ—トミス、 
GK 加藤君 (2 年生)の好守もぁ 
って速攻、そして何よりも残り10 
分、キャプテン永山君のミドルシ 
ュートが4連続決まって試合を決 
定づけた。結局9点差どころか12 
点差をつけて22対10で快勝。4年 
振り4度目のインターハイ出場を 
果たした。 

インタ1ハイまで約1ヶ月。こ 
の時期にしっかりと調整して臨ま 
なければな勝てない。そぅ考えて* 
4つの段階に分けて練習計画を立 
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てた。まず第 1 段階は体カトレー 
ニング。暑さ対策も考えて、ジャ 
ジやスエットパンツなど厚着で練 
習に参加させた。また、フットヮ 
丨クやウェイト•トレーニングを 
再度強化させた。第2段階はディ 
フェンスカの強化。 1 • 5 と〇 • 
6のディフェンスの併用と組織デ 
ィフェンスを徹底させた。第 3 段 
階はシュート、パス技術の完全修 
得をはかった。シユートのフォー 
ムとコースの徹底、バスのテクニ 
ックなどを自分自身が実際にやっ 
て見せ、かなりの時間をかけて復 
習させた。そして第 4 段階は何と 
言っても精神面の強化。「心づく 
り - である。インタ^~ハイ 3 度出 
場して 3 度ともべスト 4 以上。こ 
れからまず意識をさせた。また、 
チ—ムワークの大切さ、特にキャ 
ブテンを中心にまとまることを確 
信させた。 

さて、インタ 1ハイ県予選後1 
週間、レギユラーメンバーの変更 
が生じた。 185 cm の田中君が腰痛の 
ために練習を見学、その間に2年 
生の二川君がレギユラ—入りを果 
たした a この起用はキャプテン永 
山君の思い切りの判断の良さの結 
果で、私も相談に来た時は思わず 
感心して しまった。 実は3年生に 
もぅ一人 185 §の浅利君(3年生) 
がいたからである。思い切っての 
二川君の起用は大いに当たり、今 
まで以上のスピードと攻撃の幅が 
出来た。 


7月22日、戸田スポーツ センタ 
—においてサマーカップ埼玉大会 
の前座試合に関東大会県予選と埼 
玉県国体選抜チ I ムとの壮行試合 
が埼玉県ハンドボール協会の御協 
力によって実施された。 インタ1 
ハイへ臨む最後の練習試合と思っ 
て、今まで4段階に分けて練習し 
た成果を見るのに調度良い機会と 
なった。試合は20対17で勝ったも 
ののまだポストへのパスカット、 
ロングシユートへの詰めの甘さが 
目立った。 しかし 勝った事によっ 
て安心感と多少の自信となった気 
がした。いよいよ8月2日、 イン 
夕—ハイ出発の日がやって来た。 
負傷者も出ず、とりあえず万全を 
期して臨めることとなつた。 

8 月 4 日、開会式に参加。横浜 
商工高校、明星高校の選手たちに 
は自信たっぷりの余裕を感じさせ 
られ た。 8 月 5 日、春の全国選抜 
大会べスト 4 だった浦和学院高校 
の実績によってシードとなり、2 
回戦に当たる ことと なった沖縄県 
コザ高校と広島県修道高校の試合 
を観戦する ことと なった。この試 
合はコザ高校の勝利となり明日対 
戦する ことと なった。 ミー テイン 
グではサイド速攻のつぶし、セン 
夕^~の変則シユート、ロングシユ 
1卜の詰めを指示した。 

8月6日、対コザ戦は前日のミ 
I ティングでの指示を守り、九州 
大会 N 01 であるコザ高校に24対17 
で勝ち初戦を飾ることが出来た。 


〇〇月 7 日、 3 回戦、滋賀県長浜 
北高校と対戦することとなった。 
このチ！ムとは春の名古屋遠征に 
て対戦し、1点差で負けたが選手 
たちは自信がある様子に見えた。 
前半こそノーマークシユートのは 
ずしが多く 8対6であったが、後 
半は 13 対 2 結局21対8で楽勝した。 

8月8日、準々決勝は奈良県正 
強高校と対戦することとなった。 
相手のチームは手渡しパスをセン 
夕 I のカツトインブレーを主とし 
た攻めであり、準決勝で横浜商工 
高校と当たる前の良い練習だと考 
えて試合をするよぅに指示した。 
あくまでも「打倒横商」が目標だ、 
と短いミーテイングで終わりにし 
た。結果、手渡しパスは守り切り 
はするものの、センタ—のカット 
インプレーが守れず、前半10対9 
と苦戦をした。後半は再三ノーマ 
丨クシユートをはずした佐藤君と 
交替させて新井君を起用したとこ 
ろ、2点サイドより連取してくれ 
てム ー ドを盛り上げてくれた。結 
果23対18で辛勝した。いよいよ目 
標である「打倒横商」の日が…… 
と思っていたら、横浜商工高校は 
愛知県岡崎城西高校に2点差で負 
けるといぅ大波乱が生じた。結果 
を聞いて喜んで良いのやら安心し 
て良いのやら、とても複雑な心境 
となった。しかし、岡崎城西高校 
は大型チームであり、パヮーのあ 
る左右のフロ -^夕^^を揣えており、 
油断をせぬ様指示をした。選手た 


ちは横浜商工高校が敗れたために 
やりやすい雰囲気と持った。 

8 月 9 日、準決勝は立ち上がり 
相手のロングシュートで先取点を 
取られるもののディフェンス 、 G 
K の好守で守り切り、速攻、ミド 
ルシュ—卜などが良く決まり、前 
半 14 対 3 と意外と大差が開き、楽 
な試合展開となった。後半も同じ 
ょぅな展開となり、控え選手を起 
用してレギュラーメンバーは明日 
の決勝に備えて休養させた。結果 
26 対 15 と予想外の点差で決勝進出 
を果たした。 

8月10日、女子の決勝戦が鏈れ 
に鏈れて第2延長となり落ち着か 
ぬ状態で決勝戦を迎えた。相手は 
もちろん優勝候補の筆頭.春夏2 
連覇を狙ぅ東京都明星高校。前日 
の熊本市商高校との対戦を見る限 
りでは全く勝ち目は無かった。前 
半は互角に戦えて9対8と1点リ 
1ド。後半相手のシュートミスや 
GK 加藤君の好守にょって速攻が 
決まり、残り 10 分頃には 18 対 10 と 
大きく点差が開いた。しかし流石 
に春の全国選抜大会優勝チーム、 
退場者を出したスキに6点連取さ 
れ 18 対 16 と 2 点差まで追い上げら 
れた。しかし、残り2分、キャブ 
テンの永山君がミドルシュートを 
決めて19対16試合を決定づけてく 
れた。結局19対17、2点差で5年 
振り2度目の優勝を果たすことが 
出来た。 

今大会を振り返ってみると、ま 


ず埼玉県のレベルがとても高く、 
県内大会を勝つことの方が全国で 
勝つことより難かしく、勝てば大 
きな自信となる。 次に 審判技術の 
向上の伴いディフヱンスカが一層 
強化されて来たこと。そして何よ 
りも選手一人一人の心を個人ノー 
卜やミーテ イングなどに よつ て摑 
み取ることが出来たことにある。 
一戦一戦ごとにまとまり強くな つ 
た。気負わず楽しく試合に参加出 
来たからであろうか？今は選手 
一人一人に 深く感謝している。 

最後に埼玉県の役員の皆様方、 
学校関係各位の皆様方、並びに御 
父兄の皆様方誠に御支援、御協力 
ありがとうございました。また、 
高知県ハンドボール協会の酒井先 
生をはじめ多くの皆様方には大変 
御世話になりました。誠にありが 
とうございました。 
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第 T 回東日本学生選手権 


(8 月23〜27日/横浜文化体育館ほか) 


〈男子〉 

▼予選リーグ 
〇 A ブロック 
早稲田大 31 —" 


小樽商科大 


日体大 3117 東北大 
北海道大 30111 防衛大 
日体大 3419 防衛大 
北海道大 17113 東北大 


拓殖大 23114 富山大東北大 24118 防衛大 


富山大 26113 小撺商科大 
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▼決勝トーナメント1回戦 

東女体大 30(1515196 j 15 日女体大 


日体大 16 7 SM 9615 筑波大 


►3 位決定戦 
筑波大12= 
▼決勝 


東女体大23 


tl 19 


:日女体大 


体大 
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3130 

I i 

2012 


4019 21 

I I I 

131711 



野青 
辺森 
地西 


1216 

I I 

1115 


横湯 

丰沢 
手稲 

東川 


18 26 24 25 26 31 

II 1111 

1311 13151711 


今七青 
森 

別戸東 


18 2219 


3 


7 7 

29 22 

37 26 

P 

10 28 

II 

1 1 

1 1 

T 

1 1 

5 8 

1014 

19 

C 

10 5 


1 


1015 

、- f 

25 

湯 

沢 

ク 


29 27 

I I 

1915 
今青 
別森 


青 

森 

商 

30 

1614 

I I 

8 8 
\_ / 

16 

野 

辺 

地 


秋田高専 

大 曲 

横 手 

大曲農 

湯沢稲川 


18 羽 後 


三本木 
青森中央 
▼準決勝 
青森西 
青森中央 
▼決勝 

青森中央14 


9日/大曲仙北広域 


青森南 

横浜分校 

青森山田 

今 別 

青森東 

青 森 


青森商 

青森東 

青 森 

野辺地 

▼準決勝 

青森商 

野辺地 

▼決勝 


野辺地ェ 
野辺地 


稲川ク 
平和自ク 
秋田ク 


青森商 
今 別 

七 戸 
野辺地 X 

野辺地 
三本木 


13青森西 


( 7 CT 7 日〜 
圏民体育館) 

〈少年男子〉 

▼1 回戦 

大曲農 

湯沢稲川 

羽 後 
▼準決勝 
湯 沢 

羽 後 

▼決勝 

湯沢20^ 

〈少年女子〉 

▼1 回戦 

湯 沢 

羽 後 

▼準決勝 


第 42 回青森県高校総体 

(6 月3日〜5日/野辺地町) 

〈男子〉 

▼1 回戦 

青森商38—13七 戸 

青森南 24117 鰺ヶ沢 

横浜分校15—12三本木 

青森東 30—7 弘前南 

青 森 38 19 野辺地エ 

青森山田 2018 五所川原 

今 別20—00柏木農 

野辺地30—13十和田ェ 

▼ 2 回戦 


青森商 18 


10野辺地 


io! 

〈女子〉 

►1 回戦 

*' 森商 19—5 青森東 

▼ 2 回戦 


〈女子〉 

▼1 回戦 

野辺地エ 716 
野辺地 26 14 
青森西21112 
▼準決勝 

青森中央 31—5 
青森西 12—5 
▼決勝 

/ 7-7 ノ 


8 

1 

IX 


大農ク 
大曲ク 


4 
〇 
3J 


24羽後ク 


12横手東 0 G 
12横手東 0 G 
20全和# 


青森中央 2018 青森西 

2 - 2 



埼玉県高校学徒大会 


( 6 月 16日〜25日/伊奈学園総合 
高校ほか) 

〈男子〉 

▼1 回戦 

浦和西 27117 朝 霞 
所沢北23—16大 井 
三郷エ技 2917 越谷西 
富士見 3919 八潮南 
城西川越16—13川越 m 
春日部東 25119 城北埼玉 
和 光19—5桶 川 
川口東 27110 大宮北 
東農大三 31115 狭 山 
志 木 21 — 16 北 本 
所沢緑ヶ丘15—10鳩ヶ谷 
上尾南 2715 上尾沼南 


►準決勝 
青森商 
野辺地 
▼決勝 


少男選抜 32 f 1913 ll 

〈成年男子二部〉 
▼1 回戦 

大農ク27— 
大曲ク24— 
羽後ク 
▼準決勝 
マツダク 
羽後ク 
▼決勝 


マツダク 30 


32— 

31— 

〒 

、9—— 
2 — 


〈成年女子〉 

▼リーグ戦 
大農 0 G ク35— 
全和洋 ^1 

大農 0 G ク22—— 


sii 311 18 七戸ユニオン 

▼決勝 

r ス 二 1513! 

〈成年男子2部〉 

▼リーグ戦 

野辺地クラブ34—24海自第2空群 
青商クラブ 29128 野辺地クラブ 
嘉クラブ 44129 海自 f 空群 
〔順位〕①青商クラブ②野辺地ク 
ラブ ③海自第 2 空群 
〈成年女子〉 

▼リ—グ戦 

あすなろクラブ28 I 13七戸クラブ 
あすなろクラブ27—14野辺地クラブ 
野辺地クラブ 1818 七戸クラブ 

〔順位〕①あすなろクラプ②野辺 
地クラブ③七戸クラブ 

国体青森県予選(少年の部) 

(7 月15、16日/青森山田高) 
〈少年男子〉 

▼1 回戦 

三本木20—12柏木農 
青森南 2119 十和 田 H 
今 別23—17青森山田 
野辺地エ 1414 七 戸 
► 2 回戦 

青森商 3716 三本木 
青 森 19111 青森 m 
今 別 30 122 青森東 
野辺地 32—5 野辺地ェ 


大曲農 37—8 湯 沢 
和洋女 27114 羽 後 
▼決勝 

大曲農 34 f 1618 ll 85 j 13 和洋女 

〈成年男子一部〉 

►決勝 


各地の篇から… 


国体青森県予選(成年の部) 

(7 月8、9日/野辺地町) 

〈成年男子1部〉 

▼1 回戦 

青森クラブ 35124 海_大湊 

七戸ユニオン31—19 N H C 

▼準決勝 

青森クラブ 43124 自衛隊青双 


第 40 回秋田県民体育大会 


-22 - 






















141017 2914 

I I I I! 

14 6 81711 


屋小高羽 
岡 

代杉商水 


川越大吹 
口谷 

ェ南宮上 


191919 

I I I 

111314 


4 p T C 3 

29—5 

28112 

20112 

1719 


川 U 16113 浦和エ 
春日部 H 2219 三郷北 
春 B . 部共栄 2017 春日部 
朝霞西 27118 庄 和 
小松原 2818 宮 代 
草 加 30112 久喜エ 
久喜北陽 17115 草加東 
羽生 一17—15秩 父 
県坂戸 2218 戸 田 

大 宮 46 —3 八 潮 

浦和南 16 —12筑波坂戸 

越谷南 21110 幸 ¥ 

川ロエ23—20科学技術 

▼ 2 回戦 

浦和西 18115 上尾東 

所沢北20—19三郷エ技 

城西川越 26 — 22 富士見 

舂日部東 11110 埼玉第一 

川口東 20—7 和 光 

東農大三33—11志 木 

所沢緑ヶ丘14—14上尾南 

2 p T C 〇 


(福井) 

金沢市エ 
屋 代 
北 陸 
高岡向陵 

新潟江南 
高 岡 


12氷 見 


塩 尻 
(長野) 
有 磯 
(富山) 
佐 久 
(長野) 
金沢商 
(石川) 
長岡大手 
(新潟) 
仁愛女 
(福井) 
巻 

(新潟) 
富山女 
(富山) 


岩 槻 

秩父農工 

朝霞西 

熊 谷 

草 加 


所沢北 

城西川越 

東農大三 


川 口 

春日部エ 

春日部共栄 

小松原 

久喜北陽 

羽生一 

県坂戸 

浦和南 

埼玉栄 

▼ 3 固戦 

啸和西 

春〇部東 

川口東 


川 口 20 — 18 所沢緑ヶ丘 
春日部共栄 1419 春日部エ 
小松原 19—1 C 


西武台 
大宮南 
伊奈学園 


8 — 4 
2 1 

24112 

512 
2 1 


浦和実 

浦和学院 

浦和学院 

大宮南 


16 19 

7 — 2 

IX 

23113 

〇 18 

2 1 


久喜北陽 
羽生一 
浦和南 


県坂戸 32122 
埼玉栄 23118 
▼ 4 回戦 

浦和実25—11浦和西 
m 口青陵 20119 春日部東 

川ロル 


22 — 16 川口 東 


川 □ 

春晶共栄 
小松原 


県坂戸13—10浦和市立 
浦和学院 22112 埼玉栄 
▼ 51 

浦和実38—14川口青陵 
川口北19—16西武台 
大宮南17—10伊奈学園 
浦和学院 29—9 県坂戸 
▼決勝リーグ 
浦和実22—10 


大宮南 

川口北 

浦和実 

川口北 

浦和学院 


大宮南17—12川口北 

〔順位〕①浦和実②浦和学院③大 

宮南④川口北 

〈女子〉 

▼1 回戦 

浦和南 2914 朝霞 

庄 和27—11志 木 


春日部東 34112 

狭 山22—11 


熊谷女 

▼ 2 回戦 


50 i 


大宮-北 

秩 父 

山村第二女 


浦和学院 
越谷南 
筑波坂戸 
浦和南 
三郷北 
小松原女 
行田女 

春日部共栄 

浦和市立 
本庄女 
草加東 
宮 代 
熊谷女 
春日部女 
浦和商 
秋草学園 

▼ 3 回戦 
越谷南 
浦和南 
小松原女 
行田女 
浦和市立 
宮 代 
春日部女 
秋草学園 

▼ 4 回戦 
浦和実 
浦和南 
小松原女 
上尾東 
川口北 
八 潮 

春日部女 

川口青陵 

▼ 5 回戦 

浦和実 


33—2 

21—5 

19—2 

16 —7 

8—3 
1 1 

16 —5 

24—17 

18111 

n—9 

8—6 
1 1 

13—4 

26110 

37—2 

26-2 

20110 

23—8 


13110 
17—9 
10100 
17100 
1618 
25—12 
4 —〇 

1 TJ 

1719 


3013 
1416 
13-9 
21—13 
29—7 
25—5 

413 

1 1—| 

4116 


草加南 
上尾南 
和 光 
八潮南 
庄 和 
東農大三 
草 加 
春日部東 
大宮南 
幸手商 
所沢北 
狭 山 
深谷一 
戸 田 
鳩ヶ谷 
北 本 

浦和学院 
筑波坂戸 
三郷北 
春日部共栄 

草加東 
本庄女 

熊谷女 

D WE? 
浦矛商 

越谷南 
羽生 I 
川口女 
行田女 
浦和市立 
宮 代 

伊奈学園 

秋草学園 


20—11浦和南 


上尾東 19—7 小松原女 
川口北 16112 八 潮 


川口青陵 31 —ヮ 
▼決勝リ—グ 
川口北 
川口北 
川口北 
浦和実 
浦和実 


春日部女 


17—15浦和実 
1219 川口青陵 
1217 上尾東 


616 

814 
1 1 


川口青陵 
上尾東 


川口青陵20—14上尾東 
〔順位〕①川口北②浦和実③川口 
青陵④上尾東 


北信越 


第 25 回北信越高校 


( 6 月 16 〜 
館ほか) 
〈男子〉 
▼1 回戦 
氷 見 
(富山) 

金沢市エ 
(石川) 

新潟江南 
(新潟) 

屋 代 
(長野) 

北 陸 
(福井) 

高 岡 
(富山) 

高岡向陵 
(富山) 

小松明峰 


18 日/氷見市総合体育 


26 —5 柏 崎 
(新潟) 

29116 金津 
(福井) 

13111 上 田 
(長野) 

29—21高田商 
(富山) 

26111 小 松 
(石川) 

30113 長岡大手 
(新潟) 

36110 坂 城 
(長野) 

25—11高 志 


(石川) 

▼ 2 回戦 
氷 見 
新潟江南 
高 岡 
小松明峰 
▼準決勝 
氷 見 
小松明峰 
▼決勝 

小松明峰23 

〈女子〉 
▼1 回戦 
小松商 
(石川) 

羽 水 
(福井) 

高岡商 
(富山) 

新潟江南 
(新潟) 

小 杉 
(富山) 

小松市女 
(石川) 

屋 代 
(長野) 

福井商 
(福井) 

▼ 2 回戦 
小松商 
新潟江南 
小松市女 
福井商 
►準決勝 


915 

11 

〇 — 9 
2 1 

6 1 5 
1 U 

4—7 
1 


16 —9 
22—15 


S 


3516 
14112 

817 

U 1 

2118 
40 —6 
30—7 

6 1 
2 1 

3119 

28 —5 

21I.8 

22113 
13—9 
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富気土静 
士岡 
見賀肥農 


グ 

15 212120 15 2118 28 1413 2718 20 2012 25 211716 

1111 1111 11111111 $111 

10161716 10171611 13121161310 0 3 乃1413 9 


静星静星 
岡 岡 
農陵農陵 


25 91810171314 38 
11111111 
6 6 2 71012 41 



あらゆる用途の特殊銅、そして各種機械製品の供給を通じて未来 
社会の建設に参加している大同特殊鋼。私たちのテクノロジーは、 
宇宙開発に、原子力開発に、そしてあらゆるエレクトロニクス産業 
に、いま大きく花開こうとしています。より豊かな明日を、あなたと 
ともに築くために-。 


^大同特殊銅 

本社〒460名古屋市中区錦丨_丨1一18(興銀ビル） 
S (052) 201 —51 II (大代） 

支社/東京 支店/大阪 


小山 
清水西 
清水西 
小山 
小 山 
清水市商 
②清水市商③ 


▼1 回戦 

小山 

清水東 

沼津東 

静岡東 

▼ 2 回戦 

清水市商 

富士 

星 陵 

清水東 

伊豆中央 

静岡農 

二 俣 

静岡南 

► 3 回戦 

清水市商 

星 陵 

静岡農 

静岡南 

▼決勝リー 

清水市商 

静岡南 

静岡南 

清水*商 


▼ 2 回戦 

静岡城北 15110 
小山 29113 
清水西 18111 
清水商 2816 
▼決勝リ—グ 
静岡城北 19—8 
清水市商 18110 
静岡城北 20—8 
清水市商25—17 
清水西 17113 
静岡城北 12111 
〔順位〕①静岡城北 
清水西④小山 


国際海洋 

気 賀 

浜松城北エ 

浜松南 

小 山 

沼津エ 

御殿場南 

浜松湖東 

浜松城北エ 

長 泉 

静岡西 

静岡東 

富士 

清水東 

伊豆中央 

二 俣 


小松商 2417 新潟江南 
福井商14—13小松市女 
▼決勝 


小松商 1266 M 1 A 7福井商 



静岡県高校総体 


{日程、場所不明} 

〈男子〉 


富士東 
富士宮東 
二 俣 
清水女 
御殿場 
吉 原 
藤枝西 
加藤学園 


静岡城北 
静岡農 
土 肥 
小 山 
気 賀 
清水西 
富士見 
清水市商 


星 陵 15114 静岡農 
清水市商25—14静岡南 
〔順位〕①清水市商②静岡南③星 
陵④静岡農 
〈女子〉 

▼1 回戦 
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ンド®ジャパン a-s 

m 

W マリンブルー.レット' 


>tt?raSiCSJIGER 


•商品についてのお間い合わせは株式会社ァシックス';肖黄者相談室までと•うそ+ 

〒650神戸市中央区港島中町7丁目1番1 TEL(078)303-2233( 専用）. (078)303-3333( 大代表) 
T130 東京都墨田区錦糸4丁目1〇番 1) 号 TEL(03)624-1814( 専用 >.(03)624-2221( 大代表) 

_ r は咮アン;/クスの登商標です 


株^ t アシックス 


ソ活躍した、 
もう^: KJO のジャ 

これが頂点。ソゥル•才 U ンピックの日本選手団に 
採用されたスカイ八ンド，ジャパンび - S 

すべてのハンドボーラーが注目していた、ソゥルでの门本選手1^|の活躍。 

その銳い切れ味も、その俊敏な走りも、このシユ—ズから生まれた。スカィハンド®ジャパンひ - S 。 

ハンドボ—ルシユーズでは初めて内蔵した<2ゲルが、ジャンプやシユートなど激しい® J きに よる 足への fl 机を释減するハ . 
吸いつ くよぅに グリップするスパィラル ソ ールによって、ィンドアコートで威力を発揮。 

これは、胸をはって / fa いてほしいシユ—ズだ。 

% 






桜田淳子は、東洋証券が、/ 
好きになつちやつたみた t 、です。 



10万円から始める、あかるい財テク 


債:77ンド 

佐社®^追加型 <雜.泽哪日興_. 


❾東洋証券 
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L 1 运止金;/万 f 
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